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第 128 回関西スペイン語教授法ワークショップ(TADESKA) 開催の報告  

CXXVIII Reunión del Taller de Didáctica de Español de Kansai   
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日時：2019 年 6 月 8 日（土）10:30 - 12:30   

場所：関西学院大学梅田キャンパス(ハブスクエア) 1401 教室  

担当者：江澤 照美 

 【教科書研究】 「汎用的なスペイン語習得のための ELE テキスト」 

 * Fecha y hora: sábado, 8 de junio de 2019, de 10:30 a 12:30 

 * Lugar:  Universidad Kwansei Gakuin, Campus de Umeda "K.G. Hub Square", 

Aula 1401  

* Encargada: Terumi EZAWA 

* [Estudios sobre los manuales didácticos] “Los manuales didácticos de ELE para 

aprender el español panhispánico”  
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タイトルに述べられている「汎用的なスペイン語」は担当者の現在の研究課題のひとつ

である。周知のように、スペイン語は世界の広範な地域で使用される言語であり、各地域

の語彙や表現は多様性に富んでいる。それゆえ、どの地域のスペイン語話者とも円滑なコ

ミュニケーションをはかるにあたり特定の地域でしか通用しない表現の使用はなるべく

回避するのが望ましい。担当者はそのような中庸的な特徴を持つスペイン語の特性を現

在追究しているが、研究の最終的な目標は研究で得た知見を日本の ELE 教育に生かすこ

とにある。そこで、今回のワークショップでは、日本の ELE 教育界(特に入門レベル)が

スペイン語の多様性をどのように扱っているかその傾向を知るために、最近 5 年間に初

版が発行された日本の教科書会社の ELE テキスト(入門レベル)の中でスペインやラテン

アメリカがどのように言及され、また各地のスペイン語の特性がどのように記述されて

いるかなどを比較した。なお、「汎用的なスペイン語」の実態報告は本ワークショップの

主題ではないので扱わず、簡単な研究史報告にとどめた。 

近年日本で発行されている入門レベルの ELE テキストではそれ以前の時代のテキスト

よりもラテンアメリカについての記述が増えてきたが、全般的には依然としてスペイン

やスペインのスペイン語が主に扱われているという印象がある。ただし、あるテキストに

ラテンアメリカの記述が少ない、あるいはスペインの記述が多いからよくない、などと述

べるつもりは毛頭ないことをここで強調しておきたい。本ワークショップで担当者が提



示した問いは以下の二つである。 

・ラテンアメリカについての記述を増やせば「バランスがとれたテキスト」と言えるの

か？ 

 ・言語や文化の多様性は興味深いが、スペイン語圏は広すぎる。何をどこまでどんなふ

うに扱えばいいのか？ 

上記の問いや比較したテキストについての意見交換を参加者との間でおこなった。そ

の後、話し合う時間が十分に確保できず CEFR の A1－A2 レベルの文化的指示対象につ

いてのワークを積み残したのは残念である。しかし、参加者の皆さんから貴重なご意見や

経験談をいただき、有意義な話し合いができたと思う。心から感謝したい。 




